
（別紙３）

○事業所名 放課後等デイサービス カラフル

○保護者評価実施期間 令和８年 １⽉ １９⽇ 〜 令和８年 2⽉ 10⽇

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 20 （回答者数） 10

○従業者評価実施期間 令和８年 2⽉ 1⽇ 〜 令和８年 2⽉ 15⽇

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 7 （回答者数） 4

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和８年 3⽉ 19⽇

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

・共感と肯定的な声掛けを⼤切にし、安⼼
して活動に取り組める環境作りを意識して
いる

・児童が⾃分のペースで活動できるよう配
慮し、安⼼して活動に参加出来る⼯夫をし
ている

・気持ちを伝えやすいツールの活⽤

2
・利⽤児1⼈1⼈を尊重し、⾃主的に新しい
事に挑戦できる環境を整えている

・児童の特性や興味を尊重し、将来の⾃⽴
に向けて活動している

・⾃⽴に向けた学習や活動の課題を整理
し、計画的に提供していく

3
・職員間で⽬標を共有し、⼀貫した⽀援を
提供している

・職員同⼠が連携を深め、効率的かつ効果
的に情報共有出来るよう⼯夫している

・研修を充実させ、更に意識を⾼めていく

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・部屋数が少ない(クールダウンする部屋や
⾼等部の男⼥学⽣の着替えの際の場所の確
保など、⼤変な時がある)

・フロアが違うと職員の⽬が⾏き届かなく
なるので、同じフロアに複数の部屋を確保
したい

・部屋をパーテーション等で区切るなどし
て、空間を⼯夫して使⽤する

2
・部屋が狭いので、室内活動の時は制限が
かかる

・職員の⼈数が⼗分に⾜りている時は、外
部施設等を利⽤するなど、⼯夫する

・外部施設の利⽤などを増やしていく

3

・他事業所との兼任職員が多いので、事前
に職員の勤務時間の把握・連携が必要と
なっている

・他事業所と兼任している職員が多く、デ
イ活動時間を職員配置の都合で変更する時
がある

・各事業所と連携を密にして、職員間の勤
務体制の把握をしっかり⾏い、調整をする

事業所における⾃⼰評価総括表公表


